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◎思考実験Ⅰ　アンパンマンは正義のヒーローか

　ある日の放課後、教室であなたが担任するクラスの子どもたち（小学５年生）がアンパンマンについて話をしていました。話は
どうやら「正義のヒーロー」が主題のようです。会話が終わった後、そばで聞いていたあなたに子どもたちは「アンパンマンが正
義のヒーローなのかどうか」を問うて来ました。

Ａ男「アンパンマンってヒーローにしては弱いよね。顔が濡れただけで弱ってしまうし、新しい顔を自分で作ることができなくて、
毎回ジャムおじさんに助けを求めるし。」

Ｂ男「そうだよ。第一最強の武器なんて持ってないし。アンパンチで一発殴るだけじゃん。」
Ｃ男「アンパンチだって大して威力ないよね。ばいきんまんなんて殴られて『はひふへほー』とか叫んで飛んでくけど、次にはま

た平気な顔をして登場してくるしね。」
Ｄ男「そのアンパンチだって時々使わないことがあるよ。ばいきんまんが気が変わって帰っていったり、あんまり見せ場がないよね。」
Ｅ子「アンパンマンってあまり戦わないでただパンをあげてるだけじゃないの？」
Ｆ子「パンをあげるといっても自分の顔でしょ。私、そこがなんかとってもキモい。」
Ｇ子「なんか自虐的で自己犠牲的だよね。全部あげたら自分が死んじゃうのにね。」

みんな「アンパンマンって、本当に正義のヒーローなのかな……。」
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